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新型コロナウイルス感染症の影響により、催しなどは中止・延期となる可能性があります。催しなどにご参加の際は、マスク着用などの感染症対策にご協力をお願いします。

■問広聴広報課福祉オンブズマン担当　☎5744－1130　■FAX 5744－1553
福祉オンブズマンにご相談ください

福祉サービスに苦情や不満があるときには

　区政情報コーナー、
地域福祉課、生活福祉
課、図書館などで配布
しています。区HPで
もご覧になれます。
●内容　制度の概要、
運営状況、福祉オンブ
ズマンの活動、苦情申
し立て対応事例の概要
など
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●苦情調査の処理内容別件数（発意調査を含む）

●相談内容と件数（　）内は苦情申し立て受理件数

令和元年度運営状況報告書ができました

　福祉サービス利用者の権利を守るために区長から委嘱
され、利用者からの苦情の申し立てを受け付けています。
公正な立場で調査を行い、必要に応じて区に対して是正
の勧告や意見表明をします。
■日火曜、午前9時～正午　
■会区役所本庁舎2階　福祉オンブズマン室
※予約いただくと待たずに相談できます。上記以外の日
は担当職員が相談をお受けし、福祉オンブズマンに引き
継ぎます 平澤　恵美（大学准教授）

ひら　さわ                え       み

面川　典子（弁護士）
おも   かわ              のり      こ

奥田　大介（弁護士）
おく     だ　             だい   すけ

木下　武徳（大学教授）
きの   した　          たけ   のり

福祉オンブズマン

2,888億2,550万円 2,668億4,867万円 2,514億6,063万円 87.1%92.4%
収入済額 収入率 執行率支出済額

216億8,148万円
2年3月末現在高予算現額

庁舎、学校、公園など
庁舎、学校など
公園、児童遊園の施設など
浮標、浮桟橋
著作権など
株券
地上権
大田区土地開発公社出えん金など
庁舎、学校等の備品など
大田区土地開発公社貸付金など
積立基金及び運用基金

2,647,129㎡
1,270,186㎡

10個
56件

1,326㎡
13件

87,144点
13件
17件

9,198億7,993万円
962億8,006万円
93億2,674万円

4,020万円

9億4,784万円
240億5,198万円
177億666万円
1,279億133万円

数量 内容金額区 分

令和2年3月31日現在の区の財政状況をお知らせします

■一般会計予算執行状況

■区有財産

■特別区債現在高

※債権には、令和元年度の歳入に係る債権以外の債権について記載しました
詳細は、区HPをご覧ください。
■問財政課財政担当　☎5744－1126　■FAX5744－1502

土 　 地
建 　 物
工 作 物
動 　 産
無 体 財 産 権
有 価 証 券
用 益 物 権
出資による権利 
物 　 品
債 　 権
基 　 金

（表内の数値は各表示単位未満を四捨五入）

※

1住宅確保支援事業
　民間賃貸住宅への入居が制約されがちな方（高齢者・障がい者・ひとり親など）が安
心して住み替えができるよう、次の支援を行います。詳細はお問い合わせください。
①協力不動産店リストの提供②保証料などの一部助成③転居に伴い要した費用の一
部助成　※②③は事前申請・要件有り
■問住宅相談窓口　☎5744－1343　■FAX 5744－1558
2生活支援付すまい確保事業
　1で入居できなかった高齢者に対し、住まいの確保・入居後の安心のために次の支
援を行います。
①物件探しの支援②入居後の安否確認③家主などからの相談対応
■問高齢福祉課高齢者支援担当　☎5744－1449　■FAX 5744－1522

住宅のことでお困りではありませんか？

◆子ども生活応援基金へ　
○東京金商株式会社＝10,000円
◆日本赤十字社の災害義援金・救援金を受け付けています
　各災害義援金・救援金情報、寄付者の氏名・団体名などは区HPに
掲載しています。

　新型コロナウイルス感染症の影響で、やむを得ない理由により期
限までに申告・納付などができなくても、簡易な手続きで期限を延
長できます。法人・個人全ての方が対象です。
●やむを得ない理由とは
　　新型コロナウイルスに感染した（関与税理士を含む）、感染拡大
　防止のために外出を自粛しているなど
●手続方法
　　申告書の余白か e

イータックス
-Tax の所定欄に「新型コ

　ロナウイルスによる申告・納付期限延長申
　請」と記載

簡易な手続きで期限を延長できます

新型コロナウイルス感染症の影響で税金の申告・納付が難しい方

　地震で被災した建物は、余震による二次被害防止のため、「応急危険度判定」を
行います。建築物の被害状況を調査し、当面の使用に耐えられるか判定するもの
です。この判定を行う人を「応急危険度判定員」と呼び、専門の講習を受講した
建築士などが防災ボランティアとして登録しています。区では「大田区被災建築
物応急危険度判定員会」が組織され、講習会や判定模擬訓練などを行い、災害に
備えています。

被災建築物応急危険度判定
ご存じ
ですか？ 判定後は

●赤 (危険 )
●黄色 ( 要注意 )
●緑 ( 調査済 )
の判定ステッカーを建
物外部の見やすいとこ
ろに貼って表示します。

問 建築審査課管理調査担当　☎︎5744－1615　FAX 5744－1557

人権問題への理解を深めましょう

危機を乗り越えるために必要なこと

●新型コロナウイルス感染症に伴う差別や偏見は絶対に許されません

　新型コロナウイルス感染症の感染が拡大する中で、感染者やそ
の家族だけではなく、医療従事者や小売店、運送会社などで働く
方々に対する差別や偏見が数多く見受けられました。感染への不
安や恐怖と闘いながら第一線で働いている方々のおかげで、私た
ちは社会生活を送ることができています。差別や偏見は、絶対に
許されません。

●冷静な判断を
　感染症の拡大に不安や恐怖を感じることは自然な感情であり、悪
いことではありません。しかし、その感情の矛先を感染者やその家
族、医療に従事する方々に向けることは間違っています。
　あなたの心には、差別や偏見につながる気持ちは本当にありませ
んでしたか？いま一度冷静に考え、判断することを心がけましょう。

●危機を乗り越えていくために
　一方で、医療従事者や小売店、運送会社などで働く方々に対し、
多くの感謝や応援の声が広がっています。危機を乗り越えるため
には、懸命に働く人たちに敬意を持ち、みんなが一つになってと
もに乗り越えようとする姿勢や行動が大切です。

問 人権・男女平等推進課人権・同和対策担当
　☎︎ 5744－1148　FAX 5744－1556

問 大森税務署　☎︎ 3755－2111
　雪谷税務署　☎︎ 3726－4521
　蒲田税務署　☎︎ 3732－5151

4 大田区報　令和 2（2020）年 7月 21日号




